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地質・地形から地球の過去を知り、未来を考えて、活動する場所

「日本ジオパークネットワークホームページ」より

そもそもジオパークとは？

１．ジオパークとは？
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地域の地形地質・
自然・文化遺産を守る

地域の貴重な自然・文化
を学び、地球と人間との
つながりを知る

持続可能な
開発

教育 保全

地域を担う
人材育成

未来の世代のニーズを損なうことなく、
現在のニーズを満たす開発を実現する

～自然資源を守りながら、社会を発展させる～
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１．ジオパークとは？

保全・教育・持続可能な開発を柱とした地域づくりの仕組み

地域らしさ
の認識

地域の
問題解決

地域社会で必要なものや解決すべきことに気づくことができる

ジオパークは、価値ある地形・地質を地質遺産として保全し、
その地域に合った持続的な方法で、地域社会の発展を確立する場所

世界ジオパークは2015年11月にユネスコの正式
プログラムになりました。自然資源、自然災害、気
候変動、教育、科学、文化、女性、持続可能な
開発、地域と先住民の知恵、地質保全の10分
野に焦点を当てています。
また、国連の持続可能な開発目標（SDGs）を
2030年までに達成するための取組も行っています。



日本ジオパーク4年に1度の再認定審査

１．ジオパークとは？

日本ジオパークは、地質遺産の保全、活用の仕組みと取り組み、
前回審査時からのジオパーク活動の進展などについて、４年に一度、
日本ジオパーク委員会による再認定審査を受けます。

【審査結果のパターン】
①グリーンカード（再認定）⇒４年後に再認定
②イエローカード（条件付き再認定）⇒２年後に再認定審査
②-１ ⇒グリーンカード（再認定）
②-２ ⇒レッドカード（認定取り消し）
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１．ジオパークとは？

日本ジオパーク再認定審査で評価・重視するポイント

●活動主体が、ジオパークの考え方を十分理解しているか
●活動主体が、地域の地質遺産を理解し、保全し、その価値を伝えているか
●活動主体が、ジオツーリズム等の方法によって、地質遺産等の地域資源活用を

図ろうとしているか
●地殻変動や地震活動、火成活動等によって引き起こされる災害の経験・知見を

基に、どのような防災・減災活動がおこなわれているか
●前回審査時に指摘された問題点に対応できているか
●地域が考え続けた結果としてジオパークの活動が質・量ともに充実しているか
●持続可能な形で運営されてきたか
●活動にともなって明らかになっている問題点についてどのように対処し解決に向けて

具体的な努力をしているか
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平野ゾーン

筑波・
鶏足山塊ゾーン

霞ヶ浦ゾーン

２．筑波山地域ジオパークの概要について

筑波山地域ジオパークのテーマ

関東平野に抱かれた山と湖

～自然と人をつなぐ石・土・水～

筑波山地域ジオパークとは？
茨城県中南部に位置する石岡市、笠間市、つくば市、桜川市、
土浦市、かすみがうら市の6市エリアを含むジオパークです。
日本百名山の1つである「筑波山」をはじめとする山々、湖面積
で日本第２位の「霞ヶ浦」や、日本最大の平野「関東平野」など、
多様な大地の遺産を有しています。
３つのゾーン

７つのジオストーリー

●筑波山・鶏足山塊ゾーン
●霞ヶ浦ゾーン
●平野ゾーン

●筑波山は火山のようで火山じゃない！
●筑波・鶏足山塊で海洋プレートの動きを探れ！
●海から川、そして湖へと姿を変えた霞ヶ浦
●南方系と北方系の動植物がともに生きる筑波山塊
●後世に伝えよう！蛇行河川の脅威と恵み
●信仰と文学を育む神秘の山、筑波山
●筑波山地域の産業の発展を支えた石・土・水
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筑波山地域ジオパーク推進協議会の組織体制

総会

教育・学術部会 市民活動部会 地域振興部会

事務局 認定ジオガイド

観光協会、商工会、交通事業者など（３９団体）
役割：ジオパークにおける地域振興の推進

事務局 笠間市・桜川市

石岡市・笠間市・つくば市・桜川市・
土浦市・かすみがうら市のジオパーク担当者

市民団体、NPO法人など（２５団体）
役割：ジオパークに関する市民活動の促進

事務局 石岡市・かすみがうら市

部会員：各種専門家（2１名）
役割：ジオパークに関する学術的支援

事務局 土浦市

各市首長、筑波山神社、筑波大学、筑波山地域ジオパーク６市議会議員連盟協議会会長、
産業技術総合研究所、各部会長、民間団体代表など（27名）

ジオガイド養成講座修了者（５７名）
役割：ジオツアーなどにおける、筑波

山地域ジオパークの案内

２．筑波山地域ジオパークの概要について
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筑波山地域ジオパークのあゆみ
2012年８月 4市（石岡市、笠間市、つくば市、桜川市）で筑波山地域ジオパーク推進

協議会発足

2013年7月 筑波山地域ジオパーク推進協議会に土浦市、かすみがうら市が加入

2013年9月 「筑波山地域ジオパーク構想」として日本ジオパークネットワーク準会員

に登録

201４年 日本ジオパーク新規認定審査 ＜認定見送り＞

3月 申請書提出 4月 公開プレゼン審査

7月 現地調査 ８月 審査結果発表

201６年 日本ジオパーク新規認定審査＜認定＞※筑波山地域ジオパークが誕生

3月 申請書提出 ５月 公開プレゼン審査

7月 現地調査 9月 審査結果発表

2018年１０月 筑波山地域ジオパーク６市議会議員連盟協議会発足

20２０年-21年 日本ジオパーク再認定審査（１回目）＜再認定＞

９月 必要書類提出 １月 現地調査 2月 審査結果発表

202４年-25年 日本ジオパーク再認定審査（２回目）＜再認定＞

9月 必要書類提出 11月 現調査 12月 審査結果発表

２．筑波山地域ジオパークの概要について

10



日本ジオパーク新規認定審査における評価
（第２８回日本ジオパーク委員会審査結果報告書2016.10.7抜粋）

地質や地形の特徴を観察できるサイトが整備
身障者向けのジオツアーやユニバーサルデザインを意識した整備
多様な生態系が保存され、地域住民等と連携した保全活動も活発
筑波山など文化・歴史サイトの保全・活用の取組
稼働中の採石場がジオサイトとして扱われなくなった
市民活動部会など住民活動を基盤としたボトムアップ的な運営
構成自治体がそれぞれジオパークに主体性をもって情報共有
つくば市周辺の研究機関、県立・市立博物館などの研究者や学芸員がジオパークに参画

２．筑波山地域ジオパークの概要について

これまでの審査での評価 【優れている点】

日本ジオパーク再認定審査（１回目）における評価
（第41回日本ジオパーク委員会審査結果報告書2021.3.11抜粋）

多様な人・組織のジオパーク参加
ジオ議連の活躍
ユニバーサルデザインの取組
ジオパークによる地場産品のブランド化
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日本ジオパーク再認定審査（２回目）における評価
（第53回日本ジオパーク委員会審査結果通知書2025.2.27抜粋）

多様なステークホルダーが関わったサイトの再定義と見直し
中核拠点施設「つくばジオミュージアム」の完成と活用
協議会専門員の採用による学校教育の展開

IUGS Heritage Stonesの認定と地元石材事業者とのつながり強化

認定ジオガイドスキルアップ講座の充実
「筑波山地域ジオパーク６市議会議員連盟協議会」がジオパーク活動を全面
的に支援

２．筑波山地域ジオパークの概要について

これまでの審査での評価【優れている点】
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日本ジオパーク新規認定審査における評価
（第28回日本ジオパーク委員会審査結果報告書2016.10.7抜粋）

ジオサイトデータベース・解説板・ガイドブックの整備
ジオサイトにおける安全確保
ガイド内容へのジオストーリーのさらなる浸透
地域振興部会、教育・学術部会における具体的活動の進展
ネットワーク活動のさらなる浸透
ジオパークの「見える化」
ジオパークと教育活動の連携
ジオガイド養成プログラムの確立
ウェブサイトの整備

２．筑波山地域ジオパークの概要について

これまでの審査での評価 【今後の課題、改善すべき点】

日本ジオパーク再認定審査（１回目）における評価
（第41回日本ジオパーク委員会審査結果報告書2021.3.11抜粋）

ジオサイトの再定義にサイトの見直し
学校教育との連携
多様なツーリズムのあり方検討
効率的かつ効果的な事務局運営体制の検討
拠点施設・学習施設の連携
相互連携の推進及びパートナーシップの強化
看板や展示に関するテクニカルな課題およびアドバイス

中核的な拠点施設、サテライト施設の整備
ジオパークに関わる人材のさらなる待遇改善
広域的なジオパーク活動を支える協議会事務局態勢の整備
茨城県との連携
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日本ジオパーク再認定審査（２回目）における評価
（第53回日本ジオパーク委員会審査結果通知書2025.2.27抜粋）

教育の推進と部会活動の検討 ⇒ 部会の体制強化検討に着手
内部ネットワークおよびパートナーシップの強化 ⇒ 方針検討に着手
ツーリズムの推進 ⇒ ガストロノミーを含めたツアーの検討、ジオブランド認定
ガイドの養成 ⇒ 認定ジオガイドスキルアップ講座の継続開催
持続可能な開発に関わるジオパーク活動の推進

⇒ ヘリテージストーン認定による石材事業者との連携推進
可視性の向上 ⇒  つくばジオミュージアム完成及び活用、

大地のひみつ図鑑、ジオパークPR絵本作成

２．筑波山地域ジオパークの概要について

【今後の課題・改善すべき点】
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桜川市立桃山学園での専門員による出前授業

ジオパーク学習（現地学習・出前授業・生涯学習）

３．筑波山地域ジオパークの取組について

教職員向けジオパーク研修

筑波大学 Campus Asia 6 での現地学習

筑波技術大学での触察ワークショップ
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ジオツアー「船と自転車で霞ヶ浦を楽しもう！」

ジオツアー 「初夏の小町山・朝日峠 登山」

ジオガイドによるジオツアー

３．筑波山地域ジオパークの取組について

地域振興部会主催ジオツアー
「茨城県筑波山系の水で醸した２つの酒蔵を巡るツアー」
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認定ジオガイドのスキルアップ講座

３．筑波山地域ジオパークの取組について

認定ジオガイドによる日本ジオパーク再認定審査の現地対応

初日の北条中台古墳1号墳（左）と2日目の酒寄観光みかん園（右）での認定ジオガイドによる解説 18
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地場産品のブランド化（筑波山地域ジオブランド認定商品）

認定商品ロゴマーク

令和６年度筑波山地域ジオブランド認定商品 新規認定10品

３．筑波山地域ジオパークの取組について

令和６年度筑波山地域ジオブランド認定証授与式

現在、令和７年度
筑波山地域
ジオブランド
認定商品募集中！
（～7/31）
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筑波山地域ジオパークPR絵本

３．筑波山地域ジオパークの取組について

今後、読み聞かせイベントや原画展を開催予定！

題 名 | ロッグとビットのおかしな旅
ひみつのてっぺん

作品情報 | 作： 岡林 ちひろ
絵： おおさわ ちか
監修： 筑波山地域ジオパーク推進協議会
出版社： ロクリン社

定 価 |  本体1700円＋税

発 行 | 令和7年（2025年）3月27日

内容紹介 |
野原の向こうに見える山に、ロッグもビットも未
だ行ったことがありません。
でも、あそこには鬼がいるという噂がありました。
好奇心旺盛なふたりは、思い切って山への冒険に
挑戦します。
冒険で出遭うたくさんの不思議に、ふたりはびっくり。
やっぱりここは鬼の山？


